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降積雪期における輸送の安全確保の徹底（再徹底）  
本格的な降積雪期を迎えた中、今般、関越自動車道等において多数の車両が立ち往生する事

態が発生いたしました。自動車運送事業者の皆様におかれましては、特に積雪・凍結等の気象状
況を踏まえ、タイヤチェーンを携行し早期に装着するなど、次の事項について徹底していただき、
降積雪期における輸送の安全確保に万全を期すようお願いします。  
（12/18 国土交通省通知） 
 
⑴  気象情報（大雪や雪崩、暴風雪等に関する警報・注意報を含む。）や道路における降雪状況等を

適時に把握し、以下の対策を講ずることにより輸送の安全確保に万全を期すこと。 

① 災害発生時の社内における連絡体制を改めて確認すること。 

② 積雪・凍結等の気象及び道路状況により、早期にスタッドレスタイヤ及びタイヤチェーンを装着

するよう徹底を図ること。 

③ 点呼時等において、運行経路の道路情報、道路規制情報、気象情報に基づき、乗務員に適切

な指示を行うこと。 

④ 積雪・凍結時における要注意箇所の把握に努めること。 

⑤ 気象状況が急変し、安全運行が確保できないおそれがある場合は、宅配便の集配荷の休止な

どサービスの停止に係る情報については、ホームページ等を通じて利用者に分かりやすく情報提

供すること。 

⑥ 乗務員に対して、スリップの要因となる急発進、急加速、急制動、急ハンドルを行わないよう指

導するとともに、道路状況、気象状況に応じた安全速度の遵守、車間距離の確保について指導を

徹底すること。 

⑵ スタッドレスタイヤへ交換する等タイヤ交換時に、ホイール・ボルトの誤組防止、締付トルクの管理、

交換作業後の増し締め等を確実に行うこと。 
 
 

けん引フック（前側・後ろ側）の格納場所を知っていますか！？ 
 

今般の関越自動車道での立ち往生車両について、災害対策基本法に基づき、道路管理者が移動

等の処置を行っておりますが、このような場合、トラックのけん引フック（前側・後ろ側）の存在場所が問

題となります。万が一の場合に備え、当該装置の格納場所等を事前に知っておくことは重要です。(メ

ーカー・車種ごとに格納場所や取り扱いが異なりますので確認が必要です) 

※ 参考 全ト協ホームページ https://www.jta.or.jp/info/snow_towhooks.html 

【HOME > 会員の皆様へ > 安全対策 > 大雪時等にけん引等する際の注意事項について】 
 

※ 雪道対策参考資料 

異常気象時における措置の目安、気象情報道路情報等入手先、全国のチェーン規制対象区間一覧、

雪道対策マニュアル等掲載【全ト協 HP：https://www.jta.or.jp/info/snow.html 】 
 

＜スリップ事故に注意!!＞ 日勝峠でトレーラ同士の衝突死亡事故が発生！(路面一部凍結状態) 

※ 冬道は路面が凍結し、横滑り(スキッド)、旋回（スピン）を起こしやすい危険があります。 
※ 冬の山間部走行の危険を再認識し、冬道ならではの安全走行を実践しましょう。 
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